
2014 年（平成 26 年）1月25日東　京　飲　食　生　衛1 73号

TOKYO INSHOKU SEIEI

自
民
党 

安
倍
総
裁
年
頭
所
感

平
成
26
年

原
田
理
事
長
年
頭
挨
拶

組
合
の
新
た
な
明
日
へ

　

組
合
員
の
皆
様
、
御
家
族

の
皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年

を
迎
え
た
事
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
私
達
が
迎
え
る
一
年

は
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら
、
成

長
経
済
へ
の
重
要
な
転
換
期

に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
組

合
が
組
合
員
の
皆
様
に
何
が

出
来
る
の
か
、
急
速
な
少
子

高
齢
化
等
の
中
に
あ
っ
て
、

成
長
を
取
り
戻
す
事
は
至
難

の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若

者
が
希
望
と
安
心
を
抱
い
て

事
業
継
承
や
起
業
独
立
出
来

る
よ
う
な
体
制
を
早
く
確
立

し
て
行
く
事
こ
そ
が
、
組
合

の
責
務
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
な
せ
ば
な
る
、
な
さ

特集 iPad で商機つかめ!

その他の記事

直接仕入れで、捕れた魚が翌日届く！
築地で入手できない魚も、安く早く新鮮に！

自民党総裁年頭所感、理事長念頭挨拶
全国大会のご案内
江戸川「食」文化の祭典 2013 レポート
都飲連の新組合員之章ができました
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ね
ば
な
ら
ぬ
何
事
も
。
上
杉

鷹
山
公
の
格
言
通
り
、
決
し

て
諦
め
ず
、
辛
抱
強
く
最
後

迄
や
り
抜
け
ば
、
必
ず
道
は

開
け
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
組
合
も
発
想
の
転
換
を

考
え
つ
つ
、
総
て
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
行
く
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。

　

日
本
企
業
の
98
％
を
占
め

る
中
小
企
業
の
中
に
あ
っ

て
、
小
さ
く
と
も
私
達
組
合

が
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
出

来
る
道
は
「
連
携
」
の
二
文

字
で
す
。
此
処
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
、
此
処
で
し
か
作

れ
な
い
等
、
食
と
経
営
の
こ

だ
わ
り
の
理
念
の
情
報
交
換

を
密
に
し
な
が
ら
、
組
合
の

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
と
接
す
る
機
会
を
極

力
作
り
、
広
い
視
野
で
の
連

携
を
深
め
て
こ
そ
、
新
し
い

地
域
活
性
化
と
組
合
事
業
の

多
様
化
に
繋
が
っ
て
行
く
は

ず
で
す
。
地
域
の
再
生
な
く

し
て
組
合
の
発
展
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。

　

消
費
税
も
8
％
、
10
％
と

上
が
っ
て
行
き
ま
す
。
或
い

は
い
ず
れ
、
そ
れ
以
上
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
軽
減
税
率
も

含
め
、
施
策
を
策
定
す
る
事

で
乗
り
越
え
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に

活
用
出
来
る
組
合
は
東
京
で

し
か
成
し
得
な
い
の
で
す
。

百
考
は
一
行
に
し
か
ず
、
ま

さ
に
そ
れ
が
今
、絶
好
の「
タ

イ
ミ
ン
グ
」
で
あ
り
「
チ
ャ

ン
ス
」
な
の
で
す
。
本
年
一

年
が
必
ず
訪
れ
る
明
る
い
繁

栄
に
繋
が
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
て
努
力
を
重
ね
て
行

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
事
業
の

発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

政
権
与
党
復
帰
の
昨
年

は
、
経
済
政
策
の
大
転
換
、

TPP

交
渉
へ
の
参
加
、
震
災

復
興
の
立
て
直
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
誘
致
、
消
費
税
。
さ
ら
に

は
、NSC

（
国
家
安
全
保
障

会
議
）
と
国
家
安
全
保
障
戦

略
を
新
た
に
創
り
、
防
衛
大

綱
を
見
直
す
。「
決
断
」
と

「
行
動
」
の365

日
は
、
長

く
厳
し
い
道
の
り
で
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、「
強
い
日
本
」

を
取
り
戻
す
戦
い
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
今
後
も
、

長
く
厳
し
い
道
の
り
を
、
緊

張
感
を
持
っ
て
進
ん
で
行
く

覚
悟
を
、
一
年
の
始
ま
り
に

あ
た
っ
て
、
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
３
度
目
の
お

正
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
避

難
生
活
の
中
で
迎
え
る
方
が

ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
住
宅
再
建
を
進
め
、
次

の
お
正
月
ま
で
に
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
、
新
た
な

住
ま
い
で
迎
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

原
発
事
故
に
よ
り
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

福
島
の
皆
さ
ん
に
も
、
一
日

も
早
く
普
通
の
生
活
に
戻
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
思

い
で
、
復
興
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、「
三
本
の

矢
」
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ス
か

ら
プ
ラ
ス
へ
と
大
き
く
転
換

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
20
年

近
く
に
わ
た
っ
て
こ
び
り
つ

い
た
「
デ
フ
レ
」
か
ら
の
脱

却
は
、い
ま
だ
道
半
ば
。「
強

い
経
済
」を
取
り
戻
す
べ
く
、

引
き
続
き
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
頑

張
る
人
た
ち
の
雇
用
を
拡
大

し
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
景
気
回
復
の
実
感
を
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
国

津
々
浦
々
に
ま
で
、
必
ず
や

お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
目
先
の
課
題
へ
の
対
応

も
重
要
で
す
が
、
十
年
先
、

百
年
先
の
日
本
の
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
も
、
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
に
は
、
小
手

先
の
対
応
で
は
な
く
、
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
見
定
め

た
、真
の
改
革
が
必
要
で
す
。

　

相
互
依
存
を
深
め
る
世
界

に
お
い
て
、
内
向
き
な
発
想

で
は
、
も
は
や
日
本
の
平
和

を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
本
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
世
界
の
平
和
と
安
定

に
積
極
的
な
役
割
を
果
た

す
。

　

こ
の「
積
極
的
平
和
主
義
」

こ
そ
が
、
我
が
国
が
背
負
う

べ
き
「
21
世
紀
の
看
板
」
で

あ
る
と
、
私
は
確
信
い
た
し

ま
す
。国
民
の
生
命
と
財
産
、

日
本
の
領
土
・
領
海
・
領
空

は
、断
固
と
し
て
守
り
抜
く
。

そ
の
た
め
の
基
盤
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
国
の
か
た
ち
」

を
表
す
憲
法
に
つ
い
て
も
、

制
定
か
ら
68
年
に
な
ろ
う
と

す
る
今
、
時
代
の
変
化
を
捉

え
た
改
正
に
向
け
て
、
国
民

的
な
議
論
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
戦
後
以
来
の
大
改

革
を
進
め
る
の
は
、
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

も
と
よ
り
、
困
難
は
、
承
知

の
上
で
す
。
し
か
し
、
今
あ

る
の
は
、
未
来
へ
の
希
望
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
先
の
総
選

挙
と
昨
年
の
参
議
院
選
挙
に

お
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

力
に
よ
っ
て
、
政
治
が
大
き

く
変
わ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、
経
済
も
変
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
社
会
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ

の
「
力
」
が
あ
る
。
私
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
と
共
で
あ
れ

ば
、
い
か
な
る
困
難
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
。「
誇
り
あ
る

日
本
」
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
、
そ

う
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
本
年
が
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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開催日時と場所のご案内
講習会

新年会

都知事表彰
自由が丘支部　前田 憲治

中央会理事長表彰
滝野川支部　今関 かね子

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

東
京
消
防
庁
予
防
部
危
険
物
課

都
知
事
表
彰
を
東
京
都
庁
、

中
央
会
理
事
長
表
彰
は
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

開催日 平成 26 年 2 月 26 日（水）
受　付 13:00 より
開　会 13:30
閉　会 14:50（約 1 時間 20 分）

場　所 新宿・京王プラザホテル
5 階コンコード「C」

開催日 平成 26 年 2 月 26 日（水）
受　付 14:30 より
開　会 15:00
閉　会 17:00（2 時間）

場　所 新宿・京王プラザホテル
南館 5 階エミネンスホール

　

東
京
都
知
事
及
び
厚
生
労

働
省
と
全
国
生
活
衛
生
同
業

組
合
中
央
会
に
よ
る
平
成
25

年
度
生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

授
賞
者
が
発
表
と
な
り
ま
し

た
。

　

保
険
衛
生
の
向
上
に
尽
力

し
た
功
績
を
讃
え
て
、
当
組

合
か
ら
は
、
都
知
事
表
彰
を

自
由
が
丘
支
部
の
前
田
憲
治

氏
が
受
賞
。
授
賞
式
は
平
成

25
年
10
月
1
日
に
東
京
都

都
庁
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
会
理
事
長
表
彰
に
は

滝
野
川
支
部
の
今
関
か
ね
子

氏
が
選
ば
れ
、
平
成
25
年
10

月
25
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
て
授
賞
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
際
し
て
、
防
火
管
理
業

務
の
重
要
性
を
認
識
し
、
消

防
業
務
の
推
進
に
寄
与
し
た

と
し
て
、
東
京
消
防
庁
予
防

部
よ
り
当
組
合
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
は
昨
年

11
月
11
日
に
千
代
田
区
大
手

町
に
あ
る
東
京
消
防
本
部
庁

舎
7
階
特
別
会
議
室
で
お
こ

な
わ
れ
、
当
組
合
を
代
表
し

て
原
田
理
事
長
が
出
席
。

　

午
後
二
時
よ
り
開
始
さ
れ

た
贈
呈
式
は
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
予
防
部
部
長
か
ら
感

謝
状
と
と
も
に
日
頃
か
ら
の

当
組
合
の
協
力
に
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

飲
酒
用
の
酒
類
に
も
、
危

険
物
に
該
当
す
る
高
濃
度
の

ア
ル
コ
ー
ル（
エ
タ
ノ
ー
ル
）

を
含
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
該
当
す
る
種
類
は

「
ウ
オ
ッ
カ
」
や
「
ラ
ム
酒
」

「
バ
ー
ボ
ン
」
な
ど
い
わ
ゆ

る
「
洋
酒
」
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
特
に
「
ス
ピ
リ
タ
ス
」

の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
、
ほ

と
ん
ど
エ
タ
ノ
ー
ル
と
い
っ

て
も
変
わ
り
な
い
レ
ベ
ル
で

す
。

　

安
全
に
貯
蔵
・
取
扱
う
た

め
次
の
注
意
点
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

①
80
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
高
濃

度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
貯

蔵
、
取
り
扱
う
場
合
は
、
消

防
署
に
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
署

危
険
物
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

②
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
非
常
に

引
火
性
が
高
く
、過
去
に
も
、

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を

飲
み
な
が
ら
煙
草
に
火
を
つ

け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
高

濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
火

が
付
き
、
火
傷
を
負
っ
た
事

故
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

の
炎
は
白
色
電
灯
の
下
で
は

非
常
に
視
認
し
づ
ら
く
、
炎

が
洋
服
に
付
い
た
こ
と
に
気

づ
か
ず
、
火
傷
を
負
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。
調
理
の
過

程
で
必
要
な
場
合
を
除
き
、

火
を
付
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
は
極
力
控
え
て
く
だ

さ
い
。

④
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

の
エ
タ
ノ
ー
ル
は
揮
発
し
や

す
く
、空
気
よ
り
重
い
た
め
、

下
に
溜
ま
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
換
気
を
良
く
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
蒸
気
を
溜
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

の
危
険
な
点
を
十
分
に
把
握

し
、
お
客
さ
ん
が
楽
し
く
お

酒
を
飲
め
る
よ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
年
の
訪
れ
を
祝
う
毎
年

恒
例
の
新
年
会
と
組
合
員
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、

「
20
年
目
を
迎
え
た
神
戸
」

を
テ
ー
マ
に
、
阪
神
大
震
災

を
経
験
し
た
地
元
商
店
街
の

「
い
ま
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
未
曽
有
の
災
害
を
飲
食
店

が
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か

を
考
え
ま
す
。
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

都
知
事
表
彰
に
自
由
が
丘
支
部
・
前
田
氏
、

中
央
会
理
事
長
表
彰
に
滝
野
川
支
部
・
今
関
氏

新
年
会
お
よ
び
組
合
員
講
習
会
の
お
知
ら
せ

消
防
庁
感
謝
状
贈
呈
式

平
成
25
年
度
生
活
衛
生

功
労
表
彰
受
賞
者

上写真　組合に贈られた感謝状
左写真　感謝状の贈呈式の様子

受賞おめでとうございます

秋
の
火
災
予
防
運
動
で



2014 年（平成 26 年）1月25日東　京　飲　食　生　衛3 73号

全
国
大
会
の

ご
案
内

●秋田・青森2泊３日の旅 99,000円

※宿泊【八甲田温泉】星野リゾート　奥入瀬渓流ホテル　0176－74－2121

6月11 日（水） 8：28
（東京駅）

こまち 25号 秋田行き

６月12日（木）

9：00
（ホテル）

9：00
（ホテル）

10：00／ 12：00　
（角館～みちのくの小京都～にて観光・昼食）

14：45／ 15：35
（十和田湖遊覧船〈休屋－子ノ口〉）

15：45　16：30
（奥入瀬渓流〈白糸の滝等〉）

16：45
（ホテル着）

６月13日（金）

11：00／ 12：00
（八甲田ロープウェイ〈山麓－山頂公園〉）

12：30／ 13：30
（昼食〈青森市内〉）

青森ねぶたの里又は棟方志功記念館
15：42

（新青森駅）
はやて40号 東京行き 19：08

（東京駅）

12：31
（秋田駅）

12：45
（大会会場）

※宿泊【秋田市内】

〈旅行日程〉バスJR

●秋田1泊2日の旅　67,000円

6月11 日（水） 8：28
（東京駅）

こまち 25号 秋田行き

６月12日（木）

9：00
（ホテル）

10：00／ 12：00　
（角館～みちのくの小京都～にて観光・昼食）

13：45
（角館駅）

17：08
（東京駅）

12：31
（秋田駅）

12：45
（大会会場）

※宿泊【秋田市内】

〈旅行日程〉バスJR

こまち 36号

第
五
回

青
年
会
部・
女
性
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

昨
年
11
月
11
日
、
若
洲
ゴ

ル
フ
リ
ン
ク
ス
に
て
、
第
5

回
青
年
部
・
女
性
部
合
同
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
各
支
部
よ
り
17
名

が
参
加
し
、
穏
や
か
な
秋
空

の
下
、
参
加
者
た
ち
は
に
こ

や
か
な
雰
囲
気
で
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
組

合
員
同
士
の
懇
親
と
情
報
交

換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
本
コ

ン
ペ
も
今
回
で
5
回
目
。
秋

の
恒
例
行
事
と
し
て
も
定
着

し
、
日
頃
の
商
売
に
活
性
を

与
え
る
よ
う
な
新
た
な
出
会

い
の
機
会
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、青
年
部
・

女
性
部
で
は
、
ゴ
ル
フ
の
腕

前
を
問
わ
ず
、
多
数
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

第
52
回
全
飲
連
全
国
大
会

が
平
成
26
年
6
月
11
日
に
秋

田
県
秋
田
市
「
秋
田
県
民
会

館
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
は
各
都
道
府
県
よ

り
約
二
千
名
以
上
の
組
合
員

が
参
加
す
る
業
界
の
最
大
行

事
。
今
回
は
「
美
人
・
美

酒
・
美
食
の
里
秋
田
へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
北
地
方
復
興

の
一
環
と
し
て
秋
田
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
今
大
会
に
あ

わ
せ
て
、
二
泊
三
日
と
、
一

拍
二
日
の
二
つ
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。

　

是
非
組
合
員
の
方
々
を
お

誘
い
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

横浜市鶴見区向井町4-90-5（仮事務所）

飲 食 店 専 門

045-717-51990120-767-774 045-718-6771

全国大会宿泊プラン（東京コース）

※上記各費用は大会費3万円を含みます。

　
成
績

　
優　
　
　
勝

巣　

鴨
・
山　

崎　

一　

馬

　
準　
優　
勝

両　

国
・
榎　

本　

光　

治

　
第　
３　
位

自
由
丘
・
加
賀
見　

悌　

三

　
ド
ラ
コ
ン
賞
（
男
）

両　

国
・
榎　

本　

光　

治

　
ド
ラ
コ
ン
賞
（
女
）

巣　

鴨
・
河　

原　

静　

香

　
ニ
ア
ピ
ン
賞
（
男
）

両　

国
・
榎　

本　

光　

治

　
ニ
ア
ピ
ン
賞
（
女
）

自
由
丘
・
高　

田　

温　

子

　
ブ
ー
ビ
ー
賞

赤　

羽
・
井　

上　

博　

行

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
男
）

両　

国
・
榎　

本　

光　

治

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
女
）

自
由
丘
・
渡　

辺　

直　

子

　
青
年
部
長
賞

小
金
井
・
渡　

邊　

寛　

士

　
女
性
部
長
賞

赤　

羽
・
井　

上　

博　

行

　
飛　
賞　
５
位

自
由
丘
・
前　

田　

憲　

治

　
飛　
賞　
１
０
位

自
由
丘
・
渡　

辺　

直　

子

　
飛　
賞　
１
５
位

赤　

羽
・
相　

楽　

満
智
子

　
参
加
者

前
田　

憲
治
・
加
賀
見
悌
三

高
田　

温
子
・
渡
辺　

直
子

兼
益　

保
夫
・
渡
邉　
　

士

山
崎　

一
馬
・
河
原　

静
香

神
谷　

正
勝
・
榎
本　

光
治

榎
本　

明
華
・
玉
井　

勝
利

谷　
　

泰
一
・
福
田　

全
司

今
関
か
ね
子
・
井
上　

博
行

相
楽
満
智
子 



2014 年（平成 26 年）1月25日 東　京　飲　食　生　衛 473号

女性部主催 第 1 回料理教室

メニュー（予定）
①ハムとチーズをはさんだ
　豚ロース肉のコルドンブルー風
②ニューイングランド風
　アサリのチャウダー
③野菜のバスケットサラダ
④コーヒーゼリー

　

昨
年
の
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
、
東
京
飲
食
業
組
合

に
属
す
る
中
央
、
城
北
、
城

東
、
城
西
、
城
南
、
西
東
京

の
6
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク

会
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
当
組
合

の
日
頃
の
活
動
報
告
の
場
と

共
に
組
合
員
同
士
の
懇
親

会
も
兼
ね
合
わ
せ
、
年
2

回
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
に
22
名
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

会
25
名
、
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

27
名
、
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
18

名
、
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
会
24

名
、
西
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
会
29

名
と
、
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
今
年
度

の
事
業
活
動
か
ら
、
新
し
く

な
っ
た
組
合
員
章
に
つ
い

て
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
有
線
放
送
に
つ
い

て
、
東
日
本
大
震
災
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
仕

入
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
新
年
度
よ
り

改
訂
さ
れ
る
消
費
税
の
対
策

特
別
処
置
に
つ
い
て
の
説
明

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
県
で
開
催
さ

れ
る
平
成
26
年
度
全
国
大
会

な
ど
の
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
各
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
女
性
部
ら
し
く
、

輝
く
年
と
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
25
年
8
月
27
日

（
火
）、吉
祥
寺
「
大
鵬
本
店
」

に
お
い
て
女
性
部
幹
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
田
理
事
長
ご
出
席
の
も

と
、
多
数
の
役
員
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
全
女
連
総
会
、

5
月
開
催
の
全
飲
連
宮
崎

県
大
会
に
つ
い
て
報
告
。
今

後
の
女
性
部
活
動
に
つ
い
て

で
、
皆
様
か
ら
活
発
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
女
連
総
会

　

宮
崎
県
大
会
の
前
の
時
間

帯
に
行
わ
れ
、
今
関
部
長
が

出
席
し
、
東
京
都
大
会
の
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
飲
連
宮
崎
県
大
会

　

今
年
度
は
、
九
州
宮
崎
県

で
の
大
会
で
し
た
。
東
京
か

ら
は
78
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

女
性
部
と
し
て
、
東
京
で

1
8
7
枚
の
T
シ
ャ
ツ
の

販
売
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
の
県
の
方
々
・
県
知
事

を
は
じ
め
、
地
元
の
方
々
と

も
同
席
で
き
、
親
睦
を
深
め

る
事
が
出
来
た
と
実
感
し
ま

す
。

　

来
年
度
、
秋
田
県
大
会
!!

　
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

今
ま
だ
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
新
入
会
員
と
い
う
言

葉
も
な
か
な
か
耳
に
し
ま
せ

ん
。

　

見
や
す
い
「
組
合
の
ご
案

内
」
を
本
部
で
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
折
角
の
資

料
を
大
切
に
活
用
し
、
会
員

増
強
に
頑
張
ろ
う
と
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
幹
事
会
で
は
、
今

年
度
、
女
性
部
独
自
の
活
動

を
し
よ
う
と
い
う
事
で
、

　

講
師
を
依
頼
し
て
、
女
性

部
主
催
の
料
理
教
室
を
開
催

し
た
い
。
お
店
の
営
業
に
役

立
つ
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
お
つ
ま
み
、
季
節
の

一
品
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

「
マ
ノ
料
理
学
園
」
に
て
、

料
理
教
室
を
開
催
す
る
事
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
（
火
）、
理

事
長
の
ご
尽
力
で
「
マ
ノ
料

理
学
園
」学
園
長
と
理
事
長
・

部
長
・
副
部
長
・
事
務
局
で

打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
日
程
な
ど
左
記
に
て

決
定
致
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

各ブロック会の風景

女
性
部
幹
事
会
を
開
催

各
６
ブ
ロ
ッ
ク
会
、無
事
に
開
催

料飲業の皆さん国民健康保倹は当組合にご加入下さい
創立以来60年有余の歴史を持つ料飲業従事者が加入することができる国民健康保険組合です。　
 料飲業に従事している経営者・従業員・家族の方々は加入できます。
  他に加入している方でも簡単な手続きですぐ当組合に加入替えができます。

●給付 概 要　全員7割給付です。
●保険料月額　経営者19,700円　従業員 10,400円　家族 6,500円

お申込み、お問合せは下記へご連絡下さい。

東京料理 飲 食 国 民 健 康 保険組合
〒IO4-0061  東京都中央区銀座6-I4-8̶8F　TEL（3543）3761　FAX（3543）3763

日　時 平成 26 年 3 月 4 日（火） 
14 時〜 16 時 30 分

場　所 吉祥寺「マノ料理学園」
受講定員 30 名（先着順）
品　数 4 点
参加費 2,000 円（4,000 円のうち、半額本部負担）

女
性
部
副
部
長

　
　
　
　
熊
添 

千
重

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
１
回
料
理
教
室
、

３
月
実
施
が
決
ま
る



2014 年（平成 26 年）1月25日東　京　飲　食　生　衛5 73号

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」 

に

基
づ
い
た
飲
食
店
の
対
応
に
つ
い
て

農
林
水
産
省

　
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

法
」
と
は
、
問
題
が
発
生
し

た
場
合
な
ど
に
、
流
通
ル
ー

ト
を
速
や
か
に
特
定
す
る
た

め
、
穀
物
等
の
取
引
等
の
記

録
を
作
成
・
保
存
し
、
産
地

情
報
を
取
引
先
や
消
費
者
に

伝
達
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
も
の
で
す
。
こ
の
法
に
よ

り
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合

に
は
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
混

乱
や
消
費
者
の
買
い
控
え
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
対
象
は
、
精

米
や
玄
米
と
い
っ
た
米
穀
、

米
粉
や
米
こ
う
じ
等
の
中
間

原
材
料
、
米
飯
類
、
も
ち
、

団
子
、
米
菓
の
他
に
清
酒
、

み
り
ん
、
単
式
蒸
留
し
ょ
う

ち
ゅ
う
が
該
当
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
米
・
米
加
工
品
を
①

取
引
②
事
業
所
間
の
移
動
③

廃
棄
す
る
場
合
、
そ
の
記
録

を
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

記
録
の
作
成
は
紙
媒
体
・

電
子
媒
体
の
い
ず
れ
で
も
可

能
で
、
保
存
期
間
は
原
則

3
年
。
記
録
事
項
に
は
品

名
、
産
地
、
数
量
、
年
月
日
、

取
引
先
名
、
搬
出
入
の
場
所

等
の
表
記
し
、
こ
れ
ら
の
内

容
を
含
む
も
の
で
あ
れ
ば
、

実
際
の
取
引
に
お
い
て
取
り

交
わ
さ
れ
た
伝
票
類（
帳
簿
）

で
も
代
用
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
間
で
米
・

米
加
工
品
を
譲
渡
す
る
場
合

に
は
、
伝
票
等
ま
た
は
商
品

の
容
器
・
包
装
に
産
地
情
報

を
記
載
し
、
譲
渡
相
手
へ
そ

の
内
容
を
伝
達
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
般
消
費
者
に
米
・
米
加

工
品
を
販
売
す
る
場
合
で
も

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」

に
基
づ
き
産
地
情
報
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
外
食
店

で
も
、
米
飯
類
に
つ
い
て
は

産
地
情
報
を
伝
達
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

小
売
店
に
お
い
て
一
般
消

費
者
に
産
地
情
報
を
伝
達
す

る
場
合
は
、
商
品
に
直
接
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に

一
般
消
費
者
が
産
地
情
報
を

知
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
、

商
品
に
W
e
b
サ
イ
ト
の

ア
ド
レ
ス
や
産
地
情
報
の
照

会
先
と
な
る
電
話
番
号
を
記

載
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

法
」
の
詳
し
い
情
報
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
東
農
政
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

店内綺麗、美味しいは、集客増客の基本
食と健 康を考えた 商 品

悪臭を元から分離して無臭にする本物の消臭剤

厨房内の油汚れが簡単に除去できる洗剤
天然成分（りんご・大豆・トウモロコシ・オート麦等）100％を使用

ＳＣ　－　1 0 0 0 

O E　－　1 

身体に無害（手荒れが改善）・環境に無公害（厨房内の悪臭改善）

無害・無臭・無香料で安心

食器・換気扇・ガスレンジ周り・床・分離槽・絨毯の油汚れ洗浄に最適

エアコン・生ごみ・トイレ・部屋のペット臭・介護用品（オムツ・シーツ・枕）に

〈東京都飲食業生活衛生同業組合賛助会員〉

MKクリーンサービス 
 〒116-0003  東京都荒川区南千住8-6-3-617  TEL・FAX 03-3805-7602　携帯 090-8029-1164

お店のことを真剣に考えている店主の皆様、お気軽にご相談ください。

厨 房 内 の 衛 生 と 環 境 を 考 慮し た 商 品
分離槽（グリストラップ）内の浮上油吸着（簡単）材料

セ　ル　ソ　ー　ブ

バクテリア（薬品・香料は使わない）を使用して製造

油分のみ回収でき配管の詰まり・悪臭の改善と水道水の節約

原料に天然セルロース100％を使用

東京都飲食業生活衛生同業組合 指定洒販店

株式会社 モトハラ
TEL O3－5813－3320   FAX O3－5813－3321

東京都足立区千住元町1－13

東京都内全域に、全てをそろえて毎日配送しています。

清酒　　　（全国有名銘柄品　地酒　他）
ビール　　（アサヒ・キリン・サッポロ・サントリー）輸入ビール
生ビール　（アサヒ・キリン・サッポロ・サントリー）特約店
焼酎　　　（甲類・乙類）米・麦・そば・とうもろこし・いも・ごま他
洋酒　　　（サントリー・ニッカ・シーグラム・メルシャン）輸入洋酒
飲料水・調味料
食品　　　（冷凍食品）全般・米

酒類・食品業務用卸販売

　

当
組
合
の
常
任
役
員
が
参

加
し
て
い
る
睦
会
の
研
修
旅

行
が
、
平
成
25
年
9
月
19
日

か
ら
20
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
旅
行

は
、
常
任
役
員
同
士
の
懇
親

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
は
22
名
が
参

加
。
旅
行
先
は
箱
根
。
各
地

の
観
光
名
所
を
め
ぐ
り
な
が

ら
、
宿
泊
先
は
奥
湯
本
の
に

あ
る
和
風
ホ
テ
ル
の
「
ホ
テ

ル
は
つ
は
な
」
で
一
泊
す
る

コ
ー
ス
。
ま
だ
残
暑
が
厳
し

い
中
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
訪

れ
て
い
た
秋
の
兆
し
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
19
日
、
飯

田
橋
「
白
王
ビ
ル
」
3
階

会
議
室
に
て
、
当
組
合
の
常

任
役
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
日
の
午
後
か
ら
の
開
催

に
も
関
わ
ら
ず
、
17
名
が
出

席
。
平
成
25
年
度
の
事
業
部

活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

他
、
年
末
年
始
の
事
務
局
業

務
や
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
の
説
明
、
平
成
26
年
6

月
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る

全
飲
連
全
国
大
会
に
つ
い
て

も
議
題
に
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
全
国

各
地
の
百
貨
店
、
飲
食
店
や

ホ
テ
ル
で
起
き
た
食
品
偽
装

事
件
の
影
響
を
受
け
、
食
品

表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
回 

常
任
役
員
会

常
任
役
員
会 

研
修
旅
行
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当
組
合
西
東
京
支
部
の
創

立
50
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀

会
が
平
成
25
年
11
月
25
日
に

吉
祥
寺
東
急
イ
ン
3
階
む
さ

し
の
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
1
時
か
ら
始
ま
っ
た

記
念
祝
賀
会
に
は
西
東
京
支

部
に
所
属
す
る
多
く
の
組
合

員
が
参
加
。
澤
野
副
組
合
長

か
ら
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

林
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
原

田
理
事
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
か
ら
の
祝
辞
や
祝
電
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
催
さ
れ
た
祝
宴
で

は
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
参
加
者
た
ち
の
歓
談
の
声

が
あ
が
る
他
、
南
京
玉
す
だ

れ
や
楊
智
二
胡
（
よ
う
ち
に

こ
）
楽
団
に
よ
る
演
奏
も
披

露
さ
れ
、
会
場
は
祝
い
の
席

に
相
応
し
い
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

副
澤
副
組
合
長
に
よ
る
閉

会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
る
ま
で

約
2
時
間
に
渡
り
開
催
さ
れ

た
祝
賀
会
は
、
50
年
の
節
目

を
祝
う
に
相
応
し
い
盛
大
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
に
合
わ
せ
て
、
第
23

回
江
戸
川
区
長
杯
争
奪
カ
ラ

オ
ケ
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。二
日
間
に
わ
た
り
開
催
、

2
8
4
名
の
参
加
者
の
う

ち
、
準
決
勝
に
は
百
八
十
名

が
残
り
、
決
勝
に
は
30
名
が

駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
大
会
も
司
会
は
東
洸
介

が
務
め
、
審
査
委
員
長
に
は

作
曲
家
の
四
方
章
人
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
応
援

ゲ
ス
ト
に
は
山
本
譲
二
、
松

裕
二
、
柳
ジ
ュ
ン
、
白
根
よ

し
え
、
沢
田
正
人
が
駆
け
つ

け
、
自
慢
の
喉
を
披
露
し
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　

　

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
る

江
戸
川
「
食
」
文
化
祭
り

2
0
1
3
が
、
11
月
6
日

か
ら
7
日
に
か
け
て
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史

を
重
ね
た
こ
の
祭
典
は
江
戸

川
区
の
秋
の
恒
例
行
事
で
、

二
日
間
で
の
べ
15
万
人
の
人

が
足
を
運
び
、
大
い
に
賑
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
江
戸
川
区

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
ホ
ー
ル
に
て
恒
例
と
な
っ

た
江
戸
川
区
長
杯
争
奪
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
二
日
間
に
渡
っ

て
開
催
さ
れ
、
会
場
ロ
ビ
ー

や
屋
外
出
展
ス
ペ
ー
ス
で
は

地
元
企
業
を
含
め
た
50
以
上

ら
の
講
習
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
組
合
か
ら
城
東
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
瑞
江
支
部
、
松
江
支

部
、
葛
西
支
部
、
小
松
川
支

部
、
小
岩
支
部
が
参
加
し
た

他
、
大
会
会
長
に
瑞
江
支
部

の
湯
本
豊
治
氏
他
、
同
支
部

よ
り
池
沢
照
男
氏
他
、
松
江

支
部
よ
り
矢
作
継
男
氏
、
葛

西
支
部
よ
り
風
戸
康
男
氏
、

小
岩
支
部
よ
り
斎
藤
仁
氏
、

小
松
川
支
部
よ
り
田
中
信
人

氏
が
役
員
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
に
尽
力
し
ま
し

た
。

の
企
業
が
出
展
す
る
飲
食
産

業
展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
来
訪
者
た

ち
は
、
会
場
の
内
外
に
所
狭

し
と
並
ん
だ
模
擬
店
に
て
、

地
元
の
名
店
の
味
や
秋
の
味

覚
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
会
場
に
隣
接
す
る

広
場
で
は
、
東
京
都
認
可
に

よ
る
大
道
芸
人
ヘ
ブ
ン
ア
ー

チ
ス
ト
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
達
を

中
心
に
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
組
合
員
に
向
け
た
催

し
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
前
日

の
5
日
に
は
江
戸
川
保
健

所
か
ら
、
6
日
に
は
小
松

川
警
察
署
・
葛
西
警
察
署
か

江
戸
川
「
食
」
文
化
の
祭
典
2
0
1
3

第
23
回　
江
戸
川
区
長
杯
争
奪

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
同
時
開
催

西
東
京
支
部
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会

各支部の皆様へのお知らせ
東京飲食生衛では各支部で行われているイベント・催し物の取材も承っ
ております。奮ってご連絡ください。取材の依頼や詳しいお問い合わせ
先は右記連絡先までお願い致します。

〒 104-0045
東京都中央区築地 6-20-6 中央卸売市場第 2 低温ビル 316 号
TEL 03-3541-6619（代）	 FAX 03-3545-9733

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
瑞
江
支
部
、
松
江
支
部
、

葛
西
支
部
、
小
松
川
支
部
、
小
岩
支
部
が
参
加

２
８
４
名
が
参
加

延
べ
15
万
人
が
参
加
、

四
半
世
紀
の
歴
史
重
ね
る
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組
合
員
之
章
が

新
デ
ザ
イ
ン
に

新
し
く
な
っ
た
組
合
員
之
章
東京都飲食業生活衛生同業組合

組合員之章

TOKYO
INSHOKU

SEIEI

　

全
組
合
員
に
無
料
で
配
布

さ
れ
る
「
組
合
員
之
章
」
が
、

新
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た
。
新

し
い
「
組
合
員
之
章
」
は
貼

り
や
す
い
ス
テ
ッ
カ
ー
タ
イ

プ
。
中
央
に
組
合
の
ロ
ゴ
、

左
側
に
吉
慶
の
鶴
を
配
し
、

地
色
は
落
ち
着
い
た
つ
や
消

し
の
金
色
が
採
用
さ
れ
、
見

た
目
を
よ
り
豪
華
に
一
新
し

た
。

　

今
回
の
新
デ
ザ
イ
ン
は
原

田
理
事
長
の
発
案
に
よ
り
実

現
。
組
合
の
活
動
の
活
性
化

と
、
新
規
組
合
員
獲
得
を
目

的
と
し
て
、
よ
り
目
に
つ
き

や
す
く
親
し
み
を
持
て
る
デ

　

武
蔵
野
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
毎
年
の
元
旦
に

開
催
し
て
い
る
「
吉
祥
寺
七

福
神
巡
り
」
に
、
武
蔵
野
支

部
が
全
面
的
に
協
力
し
、
無

事
に
執
り
行
わ
れ
た
。
第
９

回
と
な
る
今
年
は
、
１
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
の
10
日
間

で
、
延
べ
十
二
万
人
が
参

加
。
特
別
バ
ス
で
吉
祥
寺
駅

北
口
前
か
ら
、
井
の
頭
弁

財
天(

大
盛
寺)

、
杵
築
神

社
、
延
命
寺
、
大
法
禅
寺

(

大
法
寺)

、
武
蔵
野
八
幡

宮
、
安
養
寺
ま
で
を
巡
り
、

特
製
の
色
紙
に
御
朱
印
を
押

し
て
回
る
、
小
旅
行
を
楽
し

ん
だ
。

　

今
年
は
初
め
て
、
井
の
頭

弁
財
天
に
あ
る
太
鼓
橋
と
、

延
命
寺
に
あ
る
薬
師
如
来
の

２
つ
を
「
縁
結
び
」
と
「
出

会
い
」
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
紹
介
す
る
試
み
も
展

開
。

　

参
加
者
に
は
武
蔵
野
名
物

の
う
ど
ん
が
配
ら
れ
、
ほ
く

ほ
く
し
な
が
ら
帰
宅
の
途
に

つ
く
参
加
者
が
多
く
み
ら
れ

た
。

　

年
の
最
初
の
役
員
会
と
な

る
常
任
役
員
新
年
会
が
、
平

成
26
年
1
月
9
日
に
行
わ

れ
、
会
場
と
な
っ
た
五
反
田

の
「
吾
作
」
に
は
、
新
年
の

挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
25
名

の
常
任
役
員
が
顔
を
揃
え
た
。

　

今
回
は
理
事
長
が
原
田
氏

に
変
わ
っ
て
か
ら
初
の
常
任

役
員
新
年
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
各
常
任
役
員
か
ら
組

合
に
対
す
る
要
望
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
て

常
任
役
員
新
年
会
開
催

原
田
理
事
長
は
、
一
つ
一
つ

の
件
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
。

今
ま
で
に
な
い
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
理
事
長
か
ら
も
今

年
の
抱
負
と
し
て
、
組
織
の

増
強
と
各
種
行
事
の
強
化
に

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
、
各
常
任
役
員
か
ら
も
理

事
長
の
提
案
に
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
。

ザ
イ
ン
が
考
案
さ
れ
た
。

　

組
合
員
に
は
、
Ｊ
Ｔ
提
供

の
「
禁
煙
ル
ー
ル
ス
テ
ッ

カ
ー
（
詳
細
は
本
頁
下
部
参

照
）
と
共
に
配
布
さ
れ
た
。

詳
細
お
問
い
合
わ
せ
は
所
属

各
支
部
ま
た
は
築
地
本
部
ま

で
。

吉
祥
寺
七
福
神
巡
り
開
催

株式会社エクシング様は
今年より賛助会員になりました
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iPad

やiPhone

か
ら
操
作

し
、
照
明
の
色
を
自
由
に
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

照
明
一
個
あ
た
り
の
値
段
は

七
〇
〇
〇
円
程
度
と
安
い
初

期
費
用
で
、
カ
ラ
オ
ケ
や

ム
ー
ド
に
合
わ
せ
た
色
の
変

化
を
つ
け
る
、
時
間
に
あ
わ

せ
て
色
を
変
え
る
な
ど
、
効

果
的
な
演
出
が
可
能
に
な
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

組
合
員
向
け
にiPad

講

習
会
を
下
記
の
日
程
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
。iPad

の

基
本
的
な
使
い
方
か
ら
、
お

店
で
の
活
用
法
ま
で
、
具
体

的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら
丁

寧
に
解
説
し
ま
す
。iPad

の

導
入
を
お
考
え
の
方
か
ら
、

IT
初
心
者
ま
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。iPad

が
な
く

て
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。

れ
る
。
こ
の
工
程
に
は
通
常

2
日
間
か
か
り
、
間
に
入
る

卸
業
者
や
仲
買
人
な
ど
の
数

だ
け
マ
ー
ジ
ン
も
発
生
す

る
。

　

FaceTime

を
使
っ
た
仕

入
れ
で
は
、
今
日
発
注
し
た

も
の
が
翌
日
の
朝
お
店
に
直

接
届
く
の
で
鮮
度
が
よ
く
、

日
持
ち
も
す
る
の
だ
。

　

ま
た
築
地
に
行
く
の
に
か

か
る
労
力
と
交
通
費
も
削
減

が
期
待
で
き
る
。
例
え
ば
多

摩
地
区
か
ら
週
に
最
低
２

　

大
船
渡
で
水
揚
げ
さ
れ
た

魚
は
現
地
の
漁
港
で
セ
リ
に

出
さ
れ
、
一
部
が
築
地
へ
送

ら
れ
る
。
そ
し
て
築
地
で
も

セ
リ
が
行
わ
れ
、
買
い
付
け

た
ら
れ
た
も
の
が
お
店
で
さ

ば
か
れ
て
お
客
様
へ
提
供
さ

　

組
合
で
は
所
属
す
る
店
舗
の
う
ち
、
30
ほ
ど
の
飲
食
店
で
各
店
舗
に1

台
の

iPad

を
導
入
し
、FaceTime

と
呼
ば
れ
る
テ
レ
ビ
電
話
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

魚
の
仕
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
支
援
を
目
的
に
始
動
し
た
こ
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
鮮
魚
店
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
が
可
能

に
な
り
、
導
入
店
舗
で
は
、
よ
り
新
鮮
な
魚
を
よ
り
安
く
仕
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
商
機
つ
か
め

音
声
入
力
な
ど
の
実
践
的
な

使
い
方
ま
で
、
実
際
に
試
し

な
が
ら
学
ん
だ
。
直
感
的
な

操
作
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認

し
、
質
問
が
飛
び
交
う
会
と

な
っ
た
。　

　

講
習
会
で
は
自
在
に
色
を

変
え
ら
れ
る
照
明
、hue

も

紹
介
。hue

は
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
が
発
表
し
たLED

照
明
。

　

去
る
１
月
14
日
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
テ
レ
コ
ム
株
式
会
社

と
サ
イ
フ
ォ
ン
合
同
会
社
の

共
催
に
よ
り
、iPad

の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、iPad

に

よ
る
仕
入
れ
実
験
に
参
加
し

た
各
組
合
員
。
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
か
ら
、地
図
ソ
フ
ト「
グ
ー

グ
ル
・
マ
ッ
プ
」
の
活
用
法
、

回
、
築
地
に
通
う
と
す
る
と

交
通
費
は
月
1
万
円
以
上
。

こ
の
時
間
と
コ
ス
ト
が
削
減

で
き
る
。

　

組
合
で
は
、
本
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
仕
入
れ
を
行
っ

て
み
た
い
組
合
員
を
募
集
し

て
お
り
、
参
加
店
舗
は
初
期

費
用
な
し
、
月
額
四
九
〇
〇

円
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

付
き
のiPad

を
導
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
下
記
に
紹

介
す
る
よ
う
な
ア
プ
リ
を

使
っ
た
、
店
舗
向
け
の
効
果

的
な
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。
新
規
導
入

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
申

し
込
み
は
、
組
合
本
部
で
受

け
付
け
て
い
る
。

開催日 平成 26 年 2 月 17 日（月）
時　間 14:30（約 2 時間）
場　所 大鵬本店（吉祥寺）

開催日 平成 26 年 3 月 17 日（月）
時　間 14:30（約 2 時間）
場　所 白王ビル（飯田橋）

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
組
合
員
向
け
講
習
会
、

誰
で
も
簡
単
マ
ス
タ
ー

２
月
、
３
月
も

講
習
会
を
開
催

色
を
自
由
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
変
え
ら
れ
る

未
来
の
照
明
ｈ
ｕ
ｅ
も
紹
介

大船渡漁港での水揚げ風景（左）、大船渡で「鮮魚　シタボ」の店舗を営む村上勝弘氏（右）

組合での導入実験が始まった iPad。写真は最新型の iPad Air。
（昨年末時点で導入されたのは 1 世代前の iPad となります）

本記事の詳細は、ネットメディアのマイナビ「事例で学ぶ iPhone/iPad 活用術」にも掲載されている。
動画の解説をみながら詳細を知ることができるので、興味のある方はご参照願いたい。

「東京都飲食業生活衛生同業組合が iPad による魚の直接仕入れを開始 (動画付 )」
http://news.mynavi.jp/series/iphoneipadkatsuyo/152/index.html

フルカラーに近い発色で、
色を自由に変えられる hue。
音楽にあわせて色を変えたり、
時間にあわせて調光できる。

大
船
渡
か
ら
直
接
仕
入
れ
で
安・早
・
鮮
を
実
現

簡単、便利なアプリ紹介

電話代をかけずに、テレビ電話ができるアプリ。本頁で紹
介している大船渡との直接仕入れにおいても、日常的に
FaceTime が発注のためのシステムとして使われている。

世界中から投稿される映像を検索して、再生することができ
るアプリ。東日本大震災特集のビデオも、YouTube から映
像を検索して作成された。

地図いらず、カーナビいらずを実現するアプリ。現在位置を
自動で取得して、行きたい場所へ案内してくれる。

FaceTime
大船渡との直接仕入れで大活躍のテレビ電話

YouTube
世界中から投稿された映像を無料で再生

Google Map
カーナビもこなせちゃう地図アプリ

２月・3月の iPad 講習会開催日程
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指定業者・賛助会員一 覧

■指定業者  

　　　会　社　名 　電 話 番 号  営業品目

㈱モトハラ 03-5813-3320 酒　類

東京店舗改造協同組合 045-718-6771 店舗改装

 

■その他契約商社  

マーチャントサポート㈱ 03-6279-0524 カード決済

東京都中小企業協同組合 03-3542-0271 各種保険

㈱ユニバーサルファミリー 03-3382-9761 がん保険

AIU保険㈱第一代理店 03-3585-1941 施設賠償保険

オフィスマリン 0120-041-149 所得保障保険

㈱藤プロダクション 090-2628-4716 

㈱四季の自然舎 03-3365-6231 リゾート・宿泊

会津高原リゾート㈱ 090-1538-9086 リゾート・宿泊

■賛助会員  

㈱オリコビジネス＆コミュニケーションズ 050-5537-8061 エアコン

大日本ピーアール 03-3553-2521 カレンダー

㈱ＵＳＥＮ 03-6823-3740 有線放送

㈱エクシング 0120-992-173 カラオケ機器

㈱タニサケ 03-3592-8555 ゴキブリ駆除剤

メトロキャッシュアンドキャリージャパン㈱ 03-5763-8520 食　　材

㈱アクア 042-534-8780 食用油ろ過

丸菱産業㈱ 0120-002-820 健康器具

東京都葬祭業協同組合 03-3941-4291 葬祭業

MKクリーンサービス 090-8029-1164 洗　剤

三井住友カード㈱ 03-5470-7246 カード

東芝テック㈱ 03-6830-9259 レジズター

組 　 合 　 員 　 お 　 得 　 情 　 報

●無料パソコン講習会

●パソコン無料出張サポート

●クレジット手数料の割引等

●無料法律相談

●店舗改装業者の斡旋

●無料経営診断

●カラオケ著作権料の割引

組合本部へお問い合わせください。

組合員は20％割引になります。

この他にも、様々なメリットがあります。

初心者から上級者まで対応す
るパソコン講習会を無料で受
講することができます。

操作のわからないことや、
機械のトラブルなどを無料
で出張サポート。店舗や自
宅へ伺います。

普通は 6～７％のとこ
ろ、当組合の提携カー
ド会社の場合は５％で
なおかつ 3 日後の決済
になります。

東京都指導センターにお
いて、毎月第 3 水曜日に
無料で 2 時間まで、法律
相談が受けられます。

安価、親切、実績豊富な、店舗改
装専門業者の斡旋や、融資に関す
るご相談の受付を、随時行ってい
ます。

国税局からのおしらせ
 平成 26 年１月から、
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました

個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、
不動産所得又は山林所得の金額の合計額が 300 万円を超える方
に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平成 26 年１月
からは、これらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税
及び復興特別所得税の申告の必要がない方を含みます。）につ
いて必要となりました。　　　　　　　　　　　　 　　
記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp）に掲載されていますので、ご覧
ください。
詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。　

お申込 ・ お問合せは
　または、 フリーダイヤルまで！

←

■アフラック （アメリカンファミリー生命保険） 募集代理店

㈱ユニバーサルファミリー
〒164-0012　中野区本町 4-45-9　ユニバーサルビル

03-3382-0031
ＴＥＬ

( 財）全国生活衛生営業指導センター賛助会員
東京都生活衛生同業組合連合会　賛助会員

お店からゴキブリを追放！置くだけで簡単！
組合員様 特別価格にてご案内いたします！

商品特徴

使用方法

お問い合わせ

●玉ねぎ ( 臭いはほとんどありません ) の誘因効果で集まったゴキブリは、収容ケースの穴から
　本剤を食べます。本剤を食べたゴキブリは有効成分 ( ホウ酸 ) の働きで脱水状態となり死にます。
●配置後 7 ～ 15 日 経過すると効果が表れます。
●まれに屋内でゴキブリの死骸を見ることがあります。

●収納ケースのままゴキブリの住みつきやすい調理場の物かげ、冷蔵庫の裏、電気器具まわり、
　出入り口付近など 1㎡に１～ 2 個を目安に配置してください。
●水がかからない場所に置いてください。

●ゴキブリキャップ 30 個入
●量目 / 10g × 30 個

株式会社タニサケ 東京支店　担当　釜本
TEL：03 － 3592 － 8555　　FAX：03 － 3592 － 8500
〒 100 － 0006　東京都千代田区有楽町 1 － 6 － 10

● 1 個サイズ / 直径 3.8 ×高さ 2.5㎝
●成分：ホウ酸 (50％ )、粉末タマネギ、小麦粉、粉末油脂、砂糖、タルク
●製造発売元　株式会社 タニサケ 　http://www.tanisake.co.jp

●ゴキブリキャップ 15 個入
●量目 / 10g × 30 個
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一　

　
　

新
宿
飲
食
衛
生
組
合

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三
五
一
―
四
七
〇
九

牛
込
中
央
支
部

　
　
支
部
長  

平　
　

義
彦

　
　

〒
一
六
二
―
〇
〇
四
一　

　
　

新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
六
五

　
　

サ
ニ
ー
ビ
ル
一
〇
一

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
二
三
二
―
六
一
一
五

新
宿
東
支
部

　
　
支
部
長  

有
明　

利
秋

　
　

〒
一
六
二
―
〇
八
〇
一　

　
　

新
宿
区
山
吹
町
三
四
五

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
二
六
九
―
三
九
三
六

小
石
川
支
部

　
　
支
部
長  

皆
川　

豊
秋

　
　

〒
一
一
二
―
〇
〇
一
一　

　
　

文
京
区
千
石
四
―
四
五
―
一
八

　
　

ス
ク
ア
ー
ル  

ビ
ス
ト
ロ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
四
五
―
六
八
二
一

言
問
支
部

　
　
支
部
長
  
横
山　

絹
子

　
　

〒
一
三
一
―
〇
〇
三
三　

　
　

墨
田
区
向
島
五
―
三
二
―
七

　
　

バ
ー
栄
子

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
二
二
―
四
九
三
四

両
国
支
部

　
　
支
部
長  
神
谷　

玉
青

　
　

〒
一
三
〇
―
〇
〇
二
六　

　
　

墨
田
区
両
国
一
―
一
四
―
六

　
　

秀

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
五
六
三
八
―
八
二
三
三

太
平
支
部

　
　
支
部
長  

大
橋　
　

行

　
　

〒
一
三
〇
―
〇
〇
〇
四　

　
　

墨
田
区
本
所
四
―
二
九
―
一
八

　
　

ス
ナ
ッ
ク
旅
路

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
二
五
―
九
六
五
四

深
川
支
部

　
　
支
部
長  

玉
井　

勝
利

　
　

〒
一
三
五
―
〇
〇
六
二　

　
　

江
東
区
東
雲
一
―
六—

五

　
　

菊
水

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
五
三
一
―
五
九
六
八

向
島
支
部

　
　
支
部
長  

坪
谷　

正
人

　
　

〒
一
三
一
―
〇
〇
四
四　

　
　

墨
田
区
文
花
一
―
二
四
―
一
二

　
　

お
く
し
り

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
一
三
―
三
八
六
六

葛
飾
中
部
支
部

　
　
支
部
長  

関
谷　

信
子

　
　

〒
一
二
四
―
〇
〇
〇
六　

　
　

葛
飾
区
堀
切
四
―
五
二
―
九

　
　

㈲
ト
マ
ト

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
〇
一
―
九
三
一
九

新
小
岩
支
部

　
　
支
部
長  

榑
林　

益
男

　
　

〒
一
二
四
―
〇
〇
二
四　

　
　

葛
飾
区
新
小
岩
一
―
三
四
―
六

　
　

㈲
鳥
益

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
五
二
―
八
九
〇
七

小
岩
支
部

　
　
支
部
長  

斉
藤　
　

仁

　
　

〒
一
三
三
―
〇
〇
五
七　

　
　

江
戸
川
区
西
小
岩
一
―
一
三
―
二
一

　
　

㈲
エ
コ
ー
食
品

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
五
七
―
四
八
八
八

小
松
川
支
部

　
　
支
部
長  

田
中　

信
人

　
　

〒
一
三
二
―
〇
〇
三
五　

　
　

江
戸
川
区
平
井
三
―
二
六
―
五

　
　

と
ん
一

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
八
五
―
〇
八
六
〇

中
野
支
部

　
　
支
部
長  

越
山　
　

安

　
　

〒
一
六
四
―
〇
〇
〇
一　

　
　
中
野
区
中
野
三
―
三
四
―
二
九
―
三
Ｆ

　
　

 

ド
ン
キ
ホ
ー
テ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三
八
一
―
五
八
六
三

城
西
ブ
ロ
ッ
ク

柴
又
支
部

　
　
支
部
長  

大
須
賀　

仁

　
　

〒
一
二
五
―
〇
〇
五
二　

　
　

葛
飾
区
柴
又
七
―
七
―
四

　
　

大
和
家

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
五
七
―
六
四
九
二

押
上
支
部

　
　
支
部
長  

伍
藤　

雅
子

　
　

〒
一
三
〇
―
〇
〇
〇
二　

　
　
墨
田
区
業
平
四
―
六
―
八
―
三
〇
五

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
二
四
―
九
七
三
四

金
町
支
部

　
　
支
部
長  

渡
辺　

正
男

　
　

〒
一
二
五
―
〇
〇
四
一　

　
　

葛
飾
区
東
金
町
三
―
三
二
―
二

　
　

田
吾
作

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
〇
七
―
七
九
六
三

錦
糸
町
支
部

　
　
支
部
長  

長
谷
川  

秀
孝

　
　

〒
一
三
〇
―
〇
〇
一
三　

　
　
墨
田
区
錦
糸
三
―
七
―
七
―
四
〇
一

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
二
四
―
八
七
四
七

渋
谷
支
部

　
　
支
部
長  

市
野　

直
春

　
　

〒
一
五
〇
―
〇
〇
四
一　

　
　

渋
谷
区
神
南
一
―
一
一
―
一

　
　

市
野
ビ
ル
八
Ｆ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
四
六
三
―
〇
六
三
五

北
沢
支
部

　
　
支
部
長  

長
谷
川  

昭
司

　
　

〒
一
五
五
―
〇
〇
三
二　

　
　

世
田
谷
区
代
沢
二
―
三
六
―
二
七

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
四
八
七
―
五
六
二
一

西
小
山
支
部

　
　
支
部
長  

田
中　

耕
治

　
　

〒
一
五
二
―
〇
〇
〇
二　

　
　

目
黒
区
目
黒
本
町
五
―
一
―
五

　
　

大
関

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
七
九
三
―
八
五
四
三

自
由
丘
支
部

　
　
支
部
長  

金
井　

和
宏

　
　

〒
一
五
二
―
〇
〇
三
五　

　
　
目
黒
区
自
由
ヶ
丘
一
―
二
九
―
一
六

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
七
一
七—

四
五
四
一

大
井
中
央
支
部

　
　
支
部
長  

城
倉　

定
吉

　
　

〒
一
四
〇
―
〇
〇
一
四　

　
　

品
川
区
大
井
一
―
一
―
一
六

　
　

   

大
井
デ
パ
ー
ト
地
下 

ス
ナ
ッ
ク
マ
ル

　
　

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
七
七
三
―
二
五
五
二

大
井
支
部

　
　
支
部
長  

渡
部　

偉
一

　
　

〒
一
四
〇
―
〇
〇
一
四　

　
　

品
川
区
大
井
五
―
四
―
一
三

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
七
七
一
―
〇
〇
七
九

五
反
田
支
部

　
　
支
部
長  

戸
田　

達
夫

　
　

〒
一
四
一
―
〇
〇
三
一　

　
　

品
川
区
西
五
反
田
二
―
一
三
―
一

　
　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ハ
イ
ツ
一
〇
五 

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
四
九
一
―
四
二
二
三

荏
原
支
部

　
　
支
部
長  

五
十
嵐　

昭
衛

　
　

〒
一
四
〇
―
〇
〇
六
二　

　
　

品
川
区
小
山
三
―
一
九
―
一
二 

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
七
八
五
―
八
八
九
七

城
南
ブ
ロ
ッ
ク

大
泉
学
園
支
部

　
　
支
部
長  

秋
本　

重
義

　
　

〒
一
七
八
―
〇
〇
六
三　

　
　
練
馬
区
東
大
泉
一
―
三
一
―
四
―
三
Ｆ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
二
一
―
二
七
二
七

旭
桜
台
支
部

　
　
支
部
長  

井
芹　

達
也

　
　

〒
一
七
六
―
〇
〇
一
四　

　
　

練
馬
区
豊
玉
南
二
―
三
―
四

　
　

食
堂
嵯
峨

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
九
二
―
二
九
三
六

関
上
石
神
井
支
部

　
　
支
部
長  

横
倉　

弘
明

　
　

〒
一
七
七
―
〇
〇
五
三　

　
　

練
馬
区
関
町
南
三
―
八
―
二
六

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
二
〇
―
二
四
四
二

大
泉
支
部

　
　
支
部
長  

小
針　

義
雄

　
　

〒
一
七
八
―
〇
〇
六
四

　
　
練
馬
区
南
大
泉
五
―
二
五
―
二
〇
―
一
〇
二

　
　

ふ
れ
あ
い

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
二
五
―
五
七
〇
三

石
神
井
支
部

　
　
支
部
長  

本
橋　

政
男

　
　

〒
一
七
七
―
〇
〇
三
三　

　
　

練
馬
区
高
野
台
三
―
八
―
三

　
　

中
華
太
陽

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
九
六
―
一
八
五
七

練
馬
中
富
士
支
部

　
　
支
部
長  

寺
内　

内
夫

　
　

〒
一
七
六
―
〇
〇
二
一　

　
　

練
馬
区
貫
井
一
―
二
―
一

　
　

サ
ン
パ
レ
ス
一
〇
八　

大
天

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
九
〇
―
五
六
〇
二

練
馬
支
部

　
　
支
部
長  

中
山　

八
重
子

　
　

〒
一
七
六
―
〇
〇
〇
一　

　
　

練
馬
区
練
馬
一
―
三
〇
―
一
二

　
　

蛮
珈
良

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
九
四
―
四
八
七
四

杉
並
支
部

　
　
支
部
長  

松
島　

光
男

　
　

〒
一
六
六
―
〇
〇
〇
三　

　
　

杉
並
区
高
円
寺
南
四
―
二
二
―
一

　
　

中
村
ビ
ル
三
Ｆ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
三
一
八
―
〇
一
二
〇

赤
坂
支
部

　
　
支
部
長  

堀
込　

一
之

　
　

〒
一
〇
七
―
〇
〇
五
二　

　
　

港
区
赤
坂
三
―
一
三
―
一
二　

　
　
　

  

料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
五
八
三
―
〇
〇
八
五

墨
田
支
部

　
　
支
部
長  

後
藤　

義
弘

　
　

〒
一
三
一
―
〇
〇
四
五　

　
　

墨
田
区
押
上
一
―
四
六
―
四

　
　

永
藤

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
一
七
―
二
九
二
八



2014 年（平成 26 年）1月25日東　京　飲　食　生　衛11 73号

板
橋
西
支
部

　
　
支
部
長  

常
盤　

政
雄

　
　

〒
一
七
四
―
〇
〇
七
一　

　
　

板
橋
区
常
盤
台
二
―
六
―
一

　
　

キ
ッ
チ
ン
と
き
わ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
六
七
―
七
二
三
〇

三
河
島
支
部

　
　
支
部
長  

木
村　

和
夫

　
　

〒
一
一
六
―
〇
〇
〇
二　

　
　

荒
川
区
荒
川
四
―
一
―
四

　
　

㈲
三
岩

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
八
九
一
―
〇
六
九
三

滝
野
川
支
部

　
　
支
部
長  

今
関  

か
ね
子

　
　

〒
一
一
四
―
〇
〇
二
四　

　
　

北
区
西
ヶ
原
四
―
四
七
―
五

　
　

バ
ー
ド

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
一
七
―
四
六
五
六

赤
羽
支
部

　
　
支
部
長  

荻
原　

吉
武

　
　

〒
一
一
五
―
〇
〇
四
二　

　
　

北
区
志
茂
五
―
一
一
―
一
二

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
〇
一
―
六
四
一
四

巣
鴨
支
部

　
　
支
部
長  

山
崎　

一
馬

　
　

〒
一
七
〇
―
〇
〇
〇
二　

　
　

豊
島
区
巣
鴨
一
―
二
六
―
六

　
　

割
烹
山
崎

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
四
七
―
九
一
一
九

日
暮
里
支
部

　
　
支
部
長  

吉
井　

錦
次

　
　

〒
一
一
六
―
〇
〇
一
三　

　
　

荒
川
区
西
日
暮
里
六
―
四
八
―
五

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
八
〇
〇
―
四
〇
〇
四

南
千
住
支
部

　
　
支
部
長  

瀬
田　

幹
夫

　
　

〒
一
一
六
―
〇
〇
〇
三　

　
　

荒
川
区
南
千
住
六
―
五
三
―
四

　
　

シ
テ
ィ
ー
ハ
イ
ム
雅
三
〇
四

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
〇
―
八
〇
一
五
―
八
八
七
六

尾
久
支
部

　
　
支
部
長  
荻
原　

邦
史

　
　

〒
一
一
六
―
〇
〇
一
一　

　
　

荒
川
区
西
尾
久
二
―
二
九
―
三

　
　

喜
代
寿
司

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
八
九
三
―
一
七
七
八

池
袋
支
部

　
　
支
部
長  

田
辺　
　

猛

　
　

〒
一
七
一—

〇
〇
一
四　

　
　

豊
島
区
池
袋
二—

二—

五

　
　

鳥
い
ち

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
九
八
一
―
九
六
一
八

小
金
井
支
部

　
　
支
部
長  

渡
邉　
　

忠

　
　

〒
一
八
四
―
〇
〇
〇
四　

　
　

小
金
井
市
本
町
五
―
一
八
―
五

　
　

割
烹 

真
澄

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
―
三
八
一
―
二
七
七
〇

竹
の
塚
支
部

　
　
支
部
長  

関
谷　

宗
明

　
　

〒
一
二
一
―
〇
〇
六
四　

　
　

足
立
区
保
木
間
二
―
七
―
六

　
　

ほ
き
ま
亭

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
八
五
九
―
五
〇
七
七

西
東
京
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
支
部

　
　
支
部
長  

舘
野　

義
三

　
　

〒
一
一
六
―
〇
〇
一
三　

　
　

荒
川
区
西
日
暮
里
五
―
一
一
―
八

　
　

㈱
三
共
広
告
内

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
八
〇
六
―
〇
一
一
一

西
東
京
支
部

　
　
支
部
長  

林　

不
二
男

　
　

〒
一
八
八
―
〇
〇
〇
一　

　
　

西
東
京
市
谷
戸
町
二
―
一
三
―
一
一

　
　

波
矢
志

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
―
四
二
二
―
六
六
三
六

立
川
支
部

　
　
支
部
長  

板
谷　

策
夫

　
　

〒
一
九
〇
―
〇
〇
一
二　

　
　

立
川
市
曙
町
二
―
八
―
三
〇

　
　

㈱
若
草
茶
屋

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
―
五
二
六
―
〇
〇
一
〇

昭
島
支
部

　
　
支
部
長  

山
下　
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謹 賀 新 年 本年もよろしくお願い致します。
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融 資 の ご 案 内

融資斡旋サービスは、当組合員であることが前提条件となります。組合員は
組合の斡旋により日本政策金融公庫の様々な融資制度が受けられます。
以下は、主な融資制度です。その他の制度は本部へ直接お問い合わせ下さい。

振興事業貸付（組合推薦）の場合、一般貸付（知事推薦）と比べ 1％前後の金利優遇措置があります。
金利はいずれも平成 26年 4月 9日現在の利率です。

設備資金

■生活衛生改善貸付

無担保・無保証人　金利1.45％

設備資金・運転資金

2,000万円以内

■第三者保証人等を不要とする融資

無担保・無保証人　金利1.5％～2.9％

設備資金・運転資金

4,800万円以内

■新創業融資制度

無担保・無保証人　金利1.75％～3.1％

3,000万円以内

■振興事業貸付

有担保・有保証　
金利0.5％～2.8％

設備資金

運転資金

5,700万円以内

1億5,000万円以内

組合員にお得な共済制度

例：耐火の場合、
100万保障で（年）960円

掛金（月）300円～

当組合本部は各種共済制度と団体契約を結んでいます。
掛金は他の生保・損保会社より約1割～2割程度安くなります。

食中毒賠償事故、施設賠償事故、受託物賠償事故、人格権侵害・宣伝障害、対人事故による第三
者医療費用、お見舞・臨時費用までワイドに保障し、人気の共済制度です。

全飲連  新総合賠償共済制度（全国飲食業生活衛生同業組合連合会）

火災共済制度
東京都火災共済協同組合

お客様に怪我を負わせたお預かりした物の盗難

建物 1,000 万につき
（年）31,300 円
※加入には、火災共済制度にも同時に
加入する必要があります。

地震保険
東京都火災共済協同組合

生命傷害共済制度
東京都中小企業共済協同組合

掛金の例：50歳の場合
（月）1口 2,100 円～

所得保証保険
東京海上日動火災保険株式会社

エスティマ（20等級）の場合
（年）26,280 円（車両は別）

自動車総合共済
全国中小企業共済協同組合連合会

掛金の例：50歳男性の場合
（月）2,462 円～

がん保険
アメリカンファミリー保険会社

掛金（年）5,000 円～

施設賠償保険
AIU保険会社

食中毒が起きてしまった

掛金（年）2,100 円～

様々なメリット

組合太陽君 連載 第2回


